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企画に当たって

識者に問う

DAOの世界をけん引する
先駆者の期待と懸念

わたしの構想

ブロックチェーン技術を活用することで、
これまでの組織のあり方や意見の合意方法が大きく変わろうとしている。
新しい組織形態であるDAOが社会にもたらす意義とは。
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ブロックチェーン技術によって、こ

れまでの組織のあり方や意見の合意

方法が大きく変わろうとしている。

Web3.0 の主軸となるのが、分散型

を意味するDecentralized と、自律

を示すAutonomousの両方の性質を

合わせもつ、DAOという新しい組

織形態だ。

DAOが私たちの社会や経済にもた

らす意義や可能性は何か。

予想される課題は何か。

情報社会やブロックチェーン技術に

精通する専門家に聞いた。

DAOの世界を
けん引する
先駆者の期待と懸念



企
画
に
当
た
っ
て
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෼
ࢄ
型
自
律
組
৫
）
΁
の
஫
໨
が
集
ま
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
と
は
、
ג
式

会
社
と
も
、
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
৫
と
も
区
ผ
さ
れ
る
、
̬
̴
̱
̏
・
̌
の
෼
ࢄ
型
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
࣌
代
に
;
さ
わ
し
い
、
新
た
な
組
৫

の
あ
り
方
を
指
す
。
特
定
の
所
有
者
や
؅
理
者
が
い
な
く
て
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
ϝ
ン
バ
ー
が
ओ
ମ
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ਪ

ਐ
し
、
؅
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
特
௃
が
あ
り
、
新
た
な
社
会
的
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
が
ظ
଴
さ
れ
て
い
る
。

「
個
人
化
」
の
仕
組
み
、
経
済
活
動
の
幅
を
広
げ
る

東
京
大
学
大
学
Ӄ
৘
報
学
؀
教
授
の
高
໦
૱
一
࿠
氏
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ຊ
質
に
「
個
人
化
」
を
ݟ
ग़
す
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ୈ
一
ੈ
代
で
あ
る
Ϗ

ッ
ト
コ
イ
ン
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ΰ
リ
ζ
ム
の
৴
པ
性
を
୲
保
に
、
個
人
と
個
人
が
ੈ
ք
規
໛
で
業
຿
෼
୲

し
た
り
、
取
引
し
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
特
に
ۙ
೥
の
プ
ロ
セ
ス
重
ࢹ
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
で
は
、
ಠ
自
の
コ
イ
ン
で
あ
る
「
ω
イ
テ
ィ

ブ
ト
ー
ク
ン
」
を
用
い
て
、
ҙ
思
決
定
の
た
め
の
౤
票
や
ݖ
ར
行
࢖
を
実
ݱ
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機
能
が
よ
り
重
ࢹ
さ
れ
て

い
る
。
ڍ
͛
ら
れ
て
い
る
ෆ
動
産
ӡ
用
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
も
、
個
ʑ
の
ϝ
ン
バ
ー
が
能
ྗ
や
ス
Ω
ル
を
発
ش
す
る
「
個
人
化
」
の
事
例
と
し
て
興

味
深
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
ى
人
が
ω
イ
テ
ィ
ブ
ト
ー
ク
ン
を
Չ
઎
化
し
て
大
き
な
ݖ
ݶ
を
持
つ
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

ถ
リ
ッ
プ
ル
社
ઓ
ུ
୲
当
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
٢
઒
ֆ
ඒ
氏
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
経
済
活
動
を
促
ਐ
し
、
全
ମ
的
に
経
済
の
ύ
イ
を
֦

大
さ
せ
る
と
ߟ
͑
る
。
஫
໨
さ
れ
る
の
は
、「
̜
Ａ
Ｆ
Ａ
̢
」
に
代
表
さ
れ
る
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
お
け
る
「
উ
者
総
取
り
」
的
な
市
場

ಠ
઎
を
ม
͑
る
ྗ
だ
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
ϝ
ン
バ
ー
の
౤
票
を
通
͡
て
、
組
৫
の
ミ
ッ
シ
ἀ
ン
と
参
加
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
ௐ
੔
す
る
こ

と
で
、
規
໛
は
খ
さ
く
て
も
質
の
高
い
経
済
や
、
Τ
ン
ή
ー
ジ
ϝ
ン
ト
に
重
点
を
置
い
た
経
済
活
動
を
可
能
に
す
る
。
ス
Ω
ル
が
あ
れ
ば
、

ಗ
໊
・
仮
໊
で
あ
っ
て
も
、
ੈ
ք
の
ど
こ
で
も
活
動
で
き
る
「
Ｄ
Ａ
Ｏ
ϫ
ー
Χ
ー
」
と
い
う
બ
୒
ࢶ
も
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
日
ຊ
は
、

ถ
ࠃ
と
ൺ
ֱ
し
て
制
度
໘
で
஗
れ
て
お
り
、
ࠃ
ࡍ
的
な
協
ௐ
を
ਤ
り
な
が
ら
法
੔
උ
を
ਐ
め
て
い
く
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

協
働
の
新
し
い
ツ
ー
ル
、
参
加
者
の
力
を
紡
ぎ
合
わ
せ
る

'SBDUoO 7FOUVSFs

ג
式
会
社 $o�'oVOEFS

ʗ
̘
Ｔ
Ｏ
の
੺
ᖒ
௚
थ
氏
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
人
と
人
と
の
協
ྗ
・
協
働
の
た
め
の
新
し
い

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
。
ݱ
ࡏ
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
౤
資
や
コ
レ
ク
シ
ἀ
ン
購
入
の
場
合
、
౤
資
リ
タ
ー
ン
の
෼
഑
や
全
ମ
΁

の
ؐ
ݩ
に
つ
い
て
、
ϝ
ン
バ
ー
ؒ
の
事
前
の
合
ҙ
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
取
引
の
ࣥ
行
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
（
ス
マ
ー
ト

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
）。
ま
た
ト
ー
ク
ン
を
購
入
す
る
こ
と
で
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
参
加
で
き
る
た
め
、「
経
営
」
と
「
所
有
」
が
よ
り
一
ମ
化
す
る
。
Ｄ

Ａ
Ｏ
が
高
度
化
・
成
ख़
化
す
る
こ
と
で
、
ط
ଘ
の
民
ओ
政
治
の
プ
ロ
セ
ス
を
ิ
完
す
る
形
で
社
会
෱
ࢱ
を
充
実
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
は
何
か

―
社
会
的
課
題
の
解
決
に
新
し
い
可
能
性

̣
̞
̧
̖
૯
߹
ݚ
ڀ
։
ൃ
ػ
ߏ
ཧ
ࣄ
ʗ
౦
ژ
େ
ֶ
社
ձ
Պ
ֶ
ݚ
ڀ
ॴ
ڭ
त

Ӊ
໺
ॏ
ن
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KEY
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い
ず
れ
の
識
者
も
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
仕
組
み
が
完
成
さ
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
く
、
今
後
さ
ら
な
る
法
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る

点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
先
日
、
暗
号
資
産
の
大
手
取
引
業
者
の
Ｆ
Ｔ
Ｘ
が
経
営
破
綻
し
た
よ
う
に
、
個
人
資
産
の
保
全
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
個
人
化
」
を
前
提
に
、
人
と
人
と
の
新
た
な
協
働
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
個
人
の
自
律
性
・
自

発
性
と
質
の
高
い
経
済
活
動
を
結
合
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
社
会
的
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
も
有
望
だ
ろ
う
。

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
東
京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
思

想
史
、
政
治
哲
学
。

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
の
正
当
性
の
確
保
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
今
後
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
一
般
の
人
が
安
全
に
参
加
で
き
、

持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

黒
鳥
社
コ
ン
テ
ン
ツ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
若
林
恵
氏
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
官
僚
制
度
に
対
置
さ
れ
る
統
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
方
式
と
し
た

上
で
、「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
＝
完
成
形
」
だ
け
で
な
く
、「
参
加
」
や
「
貢
献
」
と
い
っ
た
「
プ
ロ
セ
ス
」
が
重
要
で
あ
る
と
説
く
。
ヒ
ン
ト

に
な
る
の
は
フ
ァ
ン
ダ
ム
（
フ
ァ
ン
集
団
）
だ
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
ン
た
ち
は
、
自
律
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
各

自
が
自
由
な
発
想
で
応
援
や
広
報
を
行
う
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
フ
ァ
ン
ダ
ム
の
中
で
自
律
的
に
生
成
し
た
規
範
や
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
制

御
さ
れ
る
。
行
政
の
領
域
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
適
用
す
る
場
合
も
、
市
民
の
自
発
的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
、
市
民
を
フ
ァ
ン
化
さ
せ
る
た
め
の

「
対
象
」
が
必
要
で
あ
り
、
活
動
を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
に
す
る
た
め
に
、「
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」、
つ
ま
り
「
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
紡
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
興
味
深
い
指
摘
だ
ろ
う
。

社
会
的
課
題
解
決
の
手
段
に
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
法
制
度
の
整
備
を

最
後
に
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
応
用
し
た
実
践
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
新
潟
県
長
岡
市
の
山
古
志
地
域
は
、
中
越
地
震
の
被
災
や
少
子
高
齢

化
に
よ
る
住
民
の
減
少
で
、
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
事
業
の
一
つ
が
、
山
古
志
発
祥
の
錦
鯉
を
題
材
に

し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
「Nishikigoi 

Ｎ
Ｆ
Ｔ
」
の
販
売
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
を
用
い
て
所
有
者
を
特
定
し
、
唯
一
性
を
保

障
す
る
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
資
産
と
し
て
価
値
を
生
ん
で
い
る
。
山
古
志
地
域
で
は
、
こ
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
「
電
子
住
民
票
」
と
称
し
、
購
入
者

を
「
デ
ジ
タ
ル
村
民
」
と
呼
ぶ
。
山
古
志
住
民
会
議
代
表
の
竹
内
春
華
氏
に
よ
れ
ば
、「
リ
ア
ル
山
古
志
」
を
活
性
化
し
よ
う
と
、
デ
ジ

タ
ル
村
民
の
発
言
も
活
発
で
あ
る
と
い
う
。「
Ｄ
Ａ
Ｏ
特
区
」
を
作
り
、
公
共
的
な
地
域
型
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
仮
想
通
貨
に
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
設
け
る
の
も
一
案
だ
ろ
う
。

Ｗ
ｅ
ｂ
３
・
０
、
新
し
い
組
織
の
あ
り
方
、
社
会
的
課
題
解
決
の
新
た
な
ツ
ー
ル
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
や

可
能
性
は
何
か
。

予
想
さ
れ
る
課
題
は
何
か
。

インタビュー実施：2022 年 12 月～ 2023 月 1 月
聞き手：鈴木壮介（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）

川本茉莉（NIRA 総研主任研究員）　　　　　

個人がつながり、
社会課題解決にスキルを発揮

東京大学大学院情報学環 教授高木聡一郎

デフレーミング、個人化、トークンの寡占化

限界集落に「デジタル村民」、
DAOで地域を活性化する

山古志住民会議 代表竹内春華

Nishikigoi NFT、電子住民票、DAO 特区

DAOという選択肢が増え、
経済活動の幅が広がる

米リップル社 戦略担当バイスプレジデント吉川絵美

経済活動の促進・拡大、DAO ワーカー、法律・制度整備

DAOは公共的・社会的領域で真価、
参加の仕組みに課題

Fracton Ventures 株式会社 Co-Founder/CTO赤澤直樹

スマートコントラクト、経営と所有の一致、安全に参加する仕組み

黒鳥社 コンテンツ・ディレクター若林 恵
自分ができることを持ち寄り参加する、
新たなガバナンス

ファンダム、コンピテンシー、共感すべき対象
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識
者
に
問
う

̙
̖
̤
ͷ
ҙ
ٛ
΍
Մ
ೳ
ੑ
͸
Կ
͔
Ố
༧
૝
͞
Ε
る
՝
୊
͸
Կ
͔
Ố

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

ࣝ ऀ ͕ ಡ ऀ に ਪ ન す る ̍ ࡭

ݸ
ਓ
が
ͭ
な
が
り
、
ࣾ
ձ
՝
୊
ղ
ܾ
ʹ
ス
Ω
ϧ
を
ൃ
ش

ߴ
໦
૱
Ұ
࿠

౦
ژ
େ
ֶ
େ
ֶ
Ӄ
৘
ใ
ֶ
؀

ڭ
त

報
技
術
の
ֵ
新
に
よ
り
、
古
い
࿮
組
み
が
破
յ
さ
れ
、
そ
の
中
の
要
ૉ
が
ط
ଘ
の
࿮
組
み
を
介
さ
ず

に
௚
઀
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ࢲ
は
こ
う
し
た
ྲྀ
れ
を
「
デ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

Ｉ
Ｔ
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ー
ム
を
ར
用
す
れ
ば
、
چ
དྷ
の
組
৫
や
仕
組
み
に
པ
ら
ず
に
、
個
人
ಉ
士
の
つ
な
が

り
を
通
͡
て
仕
事
や
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
͑
ば
貨
ฎ
の
৴
པ
性
は
、
中
ԝ
ۜ
行
の
よ
う
な
組
৫

の
ݖ
Җ
を
ࠜ
ڌ
に
す
る
仕
組
み
が
最
も
ޮ
཰
が
ྑ
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ୈ
一
ੈ
代
で
あ
る

Ϗ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
ొ
場
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ΰ
リ
ζ
ム
の
৴
པ
性
を
୲
保
に
し
、

個
人
と
個
人
が
ੈ
ք
規
໛
で
業
຿
෼
୲
や
取
引
を
す
る
。
い
わ
ば
「
個
人
化
」
の
仕
組
み
が
ج
ૅ
に
あ
る
。

一
ʓ
೥
Ҏ
上
前
、
Ϗ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
஀
生
し
た
ࠒ
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
完
全
に
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
（
規

ଇ
）
に
ج
ͮ
い
た
ݫ
ີ
性
の
高
い
も
の
だ
っ
た
。
取
引
所
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
ੈ
ք
で
は
、
プ
ロ

ト
コ
ル
（
規
໿
）
に
Ԋ
っ
た
自
律
෼
ࢄ
的
な
ӡ
用
が
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ۙ
೥
は
、
参
加
者
ؒ
で
議
࿦

し
て
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
重
ࢹ
す
る
、
؇
や
か
な
仕
組
み
が
ओ
ྲྀ
と
な
っ
た
。
イ
ー
α
リ
ア
ム
な
ど
の
タ

イ
プ
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
だ
。
プ
ロ
セ
ス
重
ࢹ
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
で
は
、
ಠ
自
の
コ
イ
ン
で
あ
る
「
ω
イ
テ
ィ
ブ
ト
ー
ク
ン
」

を
用
い
て
、
ҙ
思
決
定
の
た
め
の
౤
票
や
ݖ
ར
行
࢖
を
行
う
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
自
律
෼
ࢄ
的
な
プ
ロ
ト
コ
ル
で

ӡ
用
さ
れ
た
当
ॳ
か
ら
、
開
発
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
内
ࡏ
し
て
い
る
ೋ
重
構
଄
だ
っ
た
が
、
୭
で
も
提

案
や
౤
票
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機
能
が
よ
り
重
ࢹ
さ
れ
、
広
く
ී
ٴ
し
て
き
た
。
い
ま
や
、
෯
広

い
෼
໺
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
ス
ナ
ッ
プ
シ
ἀ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ー
ム
で
ӡ
営
さ
れ
、
୭
も

が
؆
୯
に
Ӿ
ཡ
し
参
加
で
き
る
。
一
方
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
ى
人
が
ω
イ
テ
ィ
ブ
ト
ー
ク
ン
を
Չ
઎
化

し
て
大
き
な
ݖ
ݶ
を
持
つ
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
が
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

日
ຊ
で
実
践
さ
れ
て
い
る
໘
ന
い
例
に
、
あ
る
ෆ
動
産
ӡ
用
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
あ
る
。
ト
ー
ク
ン
を
保
持
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
ۭ
き
Ո
を
シ
ェ
ア
す
る
ݖ
ར
が
༩
͑
ら
れ
る
。
ۭ
き
Ո
の
ັ
ྗ
を
高
め
れ
ば
、
ト
ー
ク
ン

の
価
値
が
高
ま
る
た
め
、
参
加
ϝ
ン
バ
ー
が
ੵ
ۃ
的
に
Ո
԰
の
վ
ྑ
に
取
り
組
Ή
と
い
う
仕
組
み
だ
。
ϝ
ン

バ
ー
が
Ո
԰
に
৸
ധ
ま
り
す
る
の
で
、
ར
用
者
໨
ઢ
で
開
発
が
ਐ
み
や
す
い
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ϝ
ン
バ
ー
が
、
෺

݅
の
୲
い
手
、
か
つ
ར
用
者
と
し
て
、
個
ʑ
人
が
持
つ
能
ྗ
や
ス
Ω
ル
を
発
ش
す
る
「
個
人
化
」
の
仕
組
み

が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ア
࣍
ୈ
で
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
用
い
た
α
ー
Ϗ
ス
を
う
ま
く
組
み
ࠐ
ん

で
い
け
ば
、
社
会
的
課
題
な
ど
を
解
決
す
る
領
域
で
、
経
済
を
ճ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

৘
報
技
術
の
ී
ٴ
・
発
ల
に
൐
う
社
会
΁
の
Ө
ڹ
を
、
ओ
に
経
済
学
の
؍
点
か
ら
෼
ੳ
し
、
ا
業
の
経
営
ઓ
ུ
や
政
ࡦ
の
方
޲
性
を
研
究

す
る
。
専
門
は
৘
報
経
済
学
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
࿦
。
東
京
大
学
大
学
Ӄ
学
ࡍ
৘
報
学
෎
博
士
課
ఔ
म
ྃ
。
博
士
（
学
ࡍ
৘
報
学
）。
ࠃ
ࡍ

大
学
̜
̡
Ｏ
̘
Ｏ
̢
教
授
、
東
京
大
学
大
学
Ӄ
৘
報
学
؀
।
教
授
౳
を
経
て
、
ೋ
ʓ
ೋ
ೋ
೥
よ
り
ݱ
৬
。
東
京
大
学
৘
報
学
؀
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代
表
も
຿
め
る
。
ஶ
ॻ
に
ứ
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・
Τ
コ
ϊ
ミ
ク
ス
Ổ
෼
ࢄ
と
自
動
化
に
よ
る
新
し
い

経
済
の
か
た
ち
Ừ（
ᠳ
ӭ
社
、
ೋ
ʓ
一
ࣣ
೥
）
な
ど
。

高
໦
૱
一
࿠
（
た
か
ぎ
・
そ
う
い
ち
ろ
う
）

高木聡一郎〔2019〕

デフレーミング戦略
アフター・プラットフォーム時代のデジタル経済の原則

翔泳社
Soichiro Takagi 〔2021〕

Deframing Strategy: How Digital Technologies are Transforming Businesses and 
Organizations, and How We Can Cope with It. World Scientific.

৘
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識
者
に
問
う

̙
̖
̤
ͷ
ҙ
ٛ
΍
Մ
ೳ
ੑ
͸
Կ
͔
Ố
༧
૝
͞
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՝
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Կ
͔
Ố
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ࣝ ऀ ͕ ಡ ऀ に ਪ ન す る ̍ ࡭

̙
̖
̤
と
͍
͏
બ
୒
ࢶ
が
૿
͑
、

ܦ
ࡁ
׆
ಈ
ͷ
෯
が
޿
が
る

٢
઒
ֆ
ඒ

ถ
Ϧ
ỽ
ϓ
ϧ
社

ઓ
ུ
୲
౰

ό
Π
ε
ϓ
レ
δ
デ
ン
τ

ʑ
が
共
通
の
໨
ඪ
を
ܝ
͛
て
活
動
を
ਐ
め
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
会
社
組
৫
の
よ
う
な
正
式
な
法
人

を
設
ཱ
す
る
か
、
あ
る
い
は
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
に
有
志
が
集
ま
る
か
、
の
ೋ
つ
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
活
用
す
れ
ば
、
Φ
ン
ラ
イ
ン
か
つ
෼
ࢄ
型
で
人
ʑ
が
集
ま
り
協
業
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
ೋ
つ
の
Ϊ
Ỿ
ッ
プ
を
ຒ
め
ら
れ
る
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
ޮ
཰
的
な
仕
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
経
済
ݍ
と
し
て

は
う
ま
く
機
能
し
て
こ
な
か
っ
た
領
域
で
経
済
活
動
を
促
ਐ
し
、
全
ମ
的
に
経
済
の
ύ
イ
を
֦
大
さ
せ
る
と

ߟ
͑
て
い
る
。
例
͑
ば
、「
౤
資
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
や
「
د
෇
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
は
、
ど
こ
に
౤
資
や
د
෇
を
す
る
の

か
を
参
加
す
る
ϝ
ン
バ
ー
の
౤
票
で
決
め
る
。
ま
た
、「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
は
、
໘
ന
い
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
中
か
ら
、
ࢧ
援
先
を
決
め
、
事
業
ܭ
ը
や
資
ۚ
を
α
ϙ
ー
ト
す
る
。

「
̜
Ａ
Ｆ
Ａ
̢
」に
代
表
さ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
経
済
は
、規
໛
が
খ
さ
い
と
࠾
ࢉ
が
と
れ
な
い「
উ

者
総
取
り
」
の
ੈ
ք
だ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
は
、
こ
う
し
た
市
場
ಠ
઎
を
ม
͑
る
ྗ
が
あ
る
。
Ｄ
Ａ

Ｏ
は
、
ϝ
ン
バ
ー
の
౤
票
を
通
͡
て
、
組
৫
の
ミ
ッ
シ
ἀ
ン
と
参
加
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
ௐ
੔
す
る
こ

と
で
、
規
໛
は
খ
さ
く
て
も
質
の
高
い
経
済
や
、
Τ
ン
ή
ー
ジ
ϝ
ン
ト
に
重
点
を
置
い
た
経
済
活
動
が
で
き

人る
よ
う
に
な
る
。
ϝ
ン
バ
ー
か
ら
提
ࣔ
さ
れ
る
提
案
に
対
し
て
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
ト
ー
ク
ン
」
と
呼
ぶ
౤
票

ݖ
の
保
有
ྔ
な
ど
に
応
͡
て
౤
票
を
行
い
、
ҙ
思
決
定
が
な
さ
れ
る
。
す
で
に
਺
ઍ
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
活
動
し
、

ト
レ
ジ
Ỿ
リ
ー
（
保
有
資
産
）
総
ֹ
は
一
ೋ
ʓ
ԯ
ド
ル
に
౸
ୡ
し
て
お
り
、
今
後
も
֦
大
し
て
い
く
は
ず
だ
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
で
働
く
「
Ｄ
Ａ
Ｏ
ϫ
ー
Χ
ー
」
と
い
う
新
し
い
બ
୒
ࢶ
も
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
は
自
෼
の
ス
Ω
ル

を
生
か
す
に
は
、
特
定
の
ࠃ
で
そ
の
法
定
通
貨
で
ऩ
入
を
ಘ
る
形
し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
Ω
ル
が
あ
れ
ば
、

ੈ
ք
の
ど
こ
で
も
活
動
で
き
る
し
、
ス
Ω
ル
を
ৡ
౉
ෆ
可
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
ඇ
代
ସ
性
ト
ー
ク
ン
）
で
表
ݱ
す
る

こ
と
で
ಗ
໊
・
仮
໊
で
も
活
༂
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
点
で
も
、
人
ʑ
の
経
済
活
動
の
෯
を
広
͛
る
と

言
͑
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
ݱ
ঢ়
で
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
参
加
し
た
も
の
の
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ظ
଴
す
る
ス
Ω
ル
と
一

致
せ
ず
཭
୤
し
て
し
ま
う
人
が
ग़
て
お
り
、
人
材
を
ど
う
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

日
ຊ
は
、
ถ
ࠃ
と
ൺ
ֱ
し
て
法
律
、
制
度
が
ま
だ
஗
れ
て
お
り
、
ࠃ
ࡍ
的
な
協
ௐ
を
ਤ
り
な
が
ら
法
੔
උ

を
ਐ
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
౤
票
の
仕
組
み
も
ϕ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
໛
ࡧ

し
て
い
る
段
֊
で
、
ݱ
࣌
点
で
は
ま
だ
ෆ
े
෼
だ
。
こ
れ
か
ら
多
く
の
人
が
開
発
に
௅
み
、
਺
೥
で
大
෯
に

վ
ળ
す
る
こ
と
が
ظ
଴
さ
れ
る
。

ถ
ࠃ
リ
ッ
プ
ル
社
の
α
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ຊ
社
に
て
ઓ
ུ
や
Ϗ
ジ
ω
ス
Φ
ϖ
レ
ー
シ
ἀ
ン
な
ど
を
統
ׅ
。
京
౎
大
学
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
૑
設
に
参
ը
し
、
特
೚
।
教
授
と
し
て
産
学
࿈
ܞ
を
ਪ
ਐ
。
日
ຊ
最
大
の
ւ
֎
ૹ
ۚ
ا
業
で
あ
る4#I RFN

iU

の
社

֎
取
క
໾
も
݉
೚
。
ۚ
༥
テ
ク
ϊ
ロ
ジ
ー
෼
໺
に
加
͑
て
、
α
ス
テ
ナ
Ϗ
リ
テ
ィ
テ
ッ
ク
౳
の
経
ݧ
も
有
す
る
。
ೋ
ʓ
ೋ
一
೥
に4BO 

'SBODisDo #VsiOFss 5iN
Fs

に
よ
り
、
α
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ϕ
イ
Τ
リ
ア
の
Ϗ
ジ
ω
ス
ք
で
最
も
Ө
ڹ
ྗ
の
あ
る
ঁ
性
一
ʓ
ʓ
人
に

も
બ
ग़
さ
れ
た
。
ϋ
ー
バ
ー
ド
・
Ϗ
ジ
ω
ス
ス
ク
ー
ル
の
̢
̗
Ａ
、
̘
Ｆ
Ａ
協
会
ೝ
定
ূ
݊
ア
ナ
リ
ス
ト
資
֨
（
̘
Ｆ
Ａ
）
を
保
有
。

٢
઒
ֆ
ඒ
（
よ
し
か
わ
・
͑
み
）

吉川絵美〔2022〕

DAOが新たなキャリアオプションに？
DAOで働くとはどういうことか？

Forbes JAPAN Web
https://forbesjapan.com/articles/detail/48346
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ࣝ ऀ ͕ ಡ ऀ に ਪ ન す る ̍ ࡭

̙
̖
̤
͸
ެ
ڞ
త
ɾ
ࣾ
ձ
త
ྖ
Ҭ
で
ਅ
Ձ
、

参
加
ͷ
࢓
૊
Έ
ʹ
՝
୊

੺
ᖒ
௚
थ

Fracton V
entures

ג
ࣜ
ձ
社

C
o-Founder

̘
̩
̤

Ａ
Ｏ
は
、
人
と
人
と
の
協
ྗ
・
協
働
の
た
め
の
新
し
い
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
用
い
た

組
৫
形
ଶ
で
あ
る
。
ݱ
ࡏ
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
事
例
は
、
参
加
す
る
ϝ
ン
バ
ー
か
ら
集
ま
っ
た

資
ۚ
を
ݩ
手
に
、
参
加
者
ؒ
で
合
ҙ
し
た
事
業
΁
の
౤
資
や
コ
レ
ク
シ
ἀ
ン
の
購
入
を
໨
的
に
活
動
す
る
も

の
だ
。
౤
資
か
ら
ಘ
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
を
ど
う
ϝ
ン
バ
ー
ؒ
で
෼
഑
す
る
か
、
あ
る
い
は
全
ମ
に
ؐ
ݩ
す
る

か
と
い
う
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ϝ
ン
バ
ー
ؒ
で
事
前
に
合
ҙ
さ
れ
、
そ
れ
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と

で
取
引
の
ࣥ
行
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
と
い
わ
れ
る
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
΁
参
加
す
る
に
は
、
一
般
的
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
指
定
す
る
ト
ー
ク
ン
の
購
入
が
必
要
だ
。
ト
ー
ク
ン
と

は
ג
式
会
社
で
い
う
ג
式
の
よ
う
な
も
の
。
ג
式
会
社
は
ג
ओ
が
組
৫
を
所
有
し
、
経
営
者
と
ै
業
һ
が
組

৫
を
構
成
す
る
の
に
対
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
で
は
「
経
営
」
と
「
所
有
」
が
よ
り
一
ମ
化
す
る
。
ト
ー
ク
ン
を
୭
も

が
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
Ｄ
Ａ
Ｏ
も
あ
る
た
め
、
全
て
の
人
が
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ӡ
営
者
݉
所
有
者
に
な
れ

る
。
こ
う
し
た
組
৫
の
特
௃
は
、
通
ৗ
の
Ϗ
ジ
ω
ス
や
資
ຊ
ओ
ٛ
の
仕
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
な
領
域
や
、
Ｎ
̥
Ｏ
ʗ
Ｎ
̜
Ｏ
な
ど
ι
ー
シ
Ỿ
ル
セ
ク
タ
ー
の
社
会
的
活
動
に
可

能
性
を
広
͛
る
。
ࢲ
が
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
ظ
଴
す
る
の
は
、
今
後
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
高
度
化
・
成
ख़
化
し
て
い
く
こ
と
で
、

ط
ଘ
の
民
ओ
政
治
の
プ
ロ
セ
ス
を
ิ
完
す
る
形
で
社
会
෱
ࢱ
を
充
実
さ
せ
ಘ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

た
だ
し
、
人
ʑ
の
生
活
に
ڧ
く
ؔ
わ
る
領
域
で
実
ࡍ
に
活
用
し
て
い
く
に
は
、
ま
だ
課
題
も
多
い
。
ま
ず
、

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
「
法
」
と
い
͑
る
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
の
正
当
性
を
、
ど
う
確
保
す
る
か
。

࣍
に
、
シ
ス
テ
ム
上
の
ア
Χ
ウ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
リ
ア
ル
の
個
人
と
が
一
対
一
で
は
結
ͼ
つ
か
な

い
た
め
、
一
人
で
ෳ
਺
の
ア
Χ
ウ
ン
ト
を
ར
用
し
て
౎
合
の
い
い
ト
ラ
ン
β
ク
シ
ἀ
ン
（
取
引
ه
࿥
）
を
ى

こ
す
よ
う
な
߈
ܸ
が
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ࠜ
ఈ
に
あ
る
個
人
ओ
ٛ
（
セ
ル
フ
ι
ブ
リ

ン
）
が
行
き
ա
ぎ
る
と
、
個
人
の
੹
೚
ෛ
୲
が
大
き
く
な
る
。
例
͑
ば
先
般
、
暗
号
資
産
取
引
所
の
Ｆ
Ｔ
Ｘ

が
経
営
破
綻
し
た
が
、
個
人
資
産
が
ど
こ
ま
で
क
ら
れ
る
か
も
ະ
஌
਺
だ
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
ࠀ
෰
せ
Ͷ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
、
人
ʑ
が
個
ʑ
に
さ
ま
͟
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
活
動
し
て
い
く
動
き
は
大
き
な
਼す

う

੎せ
い

と
な
る
だ
ろ
う
。
個
の
ར
ӹ
と
全
ମ
の
ར

ӹ
を
一
致
さ
せ
る
と
い
う
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ϝ
Χ
ニ
ζ
ム
を
ஸ
ೡ
に
実
૷
し
な
が
ら
、
一
般
の
人
が
安
全
に
参
加
で

き
、
持
続
可
能
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

̙

亀井聡彦・鈴木雄大・赤澤直樹〔2022〕

Web3と DAO
誰もが主役になれる「新しい経済」

かんき出版
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ג
式
会
社
の
共
ಉ
૑
業
者
。
ಉ
社
を
ೋ
ʓ
ೋ
一
೥
設
ཱ
し
、Ｄ
Ａ
Ｏ
を
前
提
と
し
た
ト
ー
ク
ン
設
ܭ
な
ど
、̬
̴
̱
̏
・

̌
社
会
の
実
ݱ
に
޲
け
た
事
業
૑
ग़
を
ࠃ
内
֎
で
手
ֻ
け
る
。
Ҏ
前
よ
り
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
Τ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
デ
ー
タ
解
ੳ
・
機
ց
学

श
෼
໺
を
中
৺
に
活
動
し
て
き
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
ٴ
ͼ
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
ར
用
し
た
ෳ
਺
の
実
ূ
実
ݧ
に
ا
ը
設

ܭ
か
ら
開
発
ま
で
୲
う
。ứ1ZUhoO

で
動
か
し
て
学
ぶ
ʂ

あ
た
ら
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
教
科
ॻ
Ừ（
ᠳ
ӭ
社
、
ೋ
ʓ
一
۝
೥
）

の
ࣥ
ච
を
は
͡
め
、
ト
ー
ク
ン
Τ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ී
ٴ
に
޲
け
た
ܒ
໤
活
動
や
人
材
ҭ
成
も
行
っ
て
い
る
。

੺
ᖒ
௚
थ
（
あ
か
͟
わ
・
な
お
き
）

15 14No.64—2023年 2月わたしの構想



識
者
に
問
う

̙
̖
̤
ͷ
ҙ
ٛ
΍
Մ
ೳ
ੑ
͸
Կ
͔
Ố
༧
૝
͞
Ε
る
՝
୊
͸
Կ
͔
Ố

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

ࣝ ऀ ͕ ಡ ऀ に ਪ ન す る ̍ ࡭

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
り
参
加
す
る
、

新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

若
林
恵

黒
鳥
社

コ
ン
テ
ン
ツ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

Ｔ
̨
」
の
み
な
ら
ず
ؖ
ࠃ
̠
Ổ
̥
Ｏ
̥
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
が
ੈ
ք
を
੮
ר
す
る
ݪ
動
ྗ
と
な
っ

た
の
は
、
೤
ڰ
的
な
フ
ァ
ン
の
集
ま
り
で
あ
る
フ
ァ
ン
ダ
ム
（
フ
ァ
ン
集
団
）
だ
と
さ
れ
る
。
フ
ァ

ン
た
ち
は
、
Φ
ン
ラ
イ
ン
で
自
律
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
各
自
が
自
由
な
発
想
で
Ի
ָ
を
֦
ࢄ

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
̗
Ｔ
̨
の
応
援
や
広
報
、
フ
ァ
ン
ಉ
士
の
ޓ
ॿ
な
ど
も
行
う
。
ଏ
に
「
ਪ
し
活
」
と

も
呼
ば
れ
る
こ
う
し
た
活
動
は
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
ӡ
営
ଆ
（
公
式
）
か
ら
一
方
的
に
規
制
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
ダ
ム
の
中
で
自
律
的
に
生
成
し
た
規
範
や
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
。
フ
ァ
ン
ダ

ム
に
お
け
る
事
例
は
「
෼
ࢄ
型
自
律
組
৫
」（
Ｄ
Ａ
Ｏ
）
の
あ
り
方
を
ߟ
͑
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

「
෼
ࢄ
」「
自
律
」
と
い
っ
て
も
、
フ
ァ
ン
ダ
ム
の
場
合
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
や
ө
ը
、
ア
ニ
ϝ
の
Ω
Ỿ

ラ
な
ど
、
そ
こ
に
は
必
ず
求
৺
ྗ
と
し
て
働
く
対
象
が
中
৺
に
ଘ
ࡏ
し
て
い
る
。
行
政
の
領
域
で
Ｄ
Ａ
Ｏ
を

適
用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
市
民
が
自
発
的
に
参
加
し
た
く
な
る
価
値
؍
や
ҙ
味
が
な
け
れ
ば
、
フ
ァ
ン
ダ

ム
と
ಉ
͡
よ
う
な
自
発
性
や
自
律
性
は
生
ま
れ
な
い
。
ٯ
に
言
͑
ば
、
自
発
的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
は
、

市
民
を
フ
ァ
ン
化
さ
せ
る
た
め
の
「
対
象
」
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。「
市
民
に
Ѫ
さ
れ
て
い
る

公
Ԃ
を
क
る
」
と
い
っ
た
ا
ը
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
公
Ԃ
に
「
フ
ァ
ン
」
が
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
共
ײ

す
΂
き
対
象
を
中
৺
に
人
が
集
ま
っ
て
ॳ
め
て
活
動
は
自
律
෼
ࢄ
的
に
動
き
ग़
す
。

こ
の
と
き
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
ຊ
質
的
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
組
৫
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ի
ָ
バ
ン
ド
を
結

成
す
る
た
め
に
、
Ϊ
タ
ー
や
ド
ラ
ム
と
い
っ
た
໾
ׂ
あ
り
き
で
人
を
集
め
る
の
は
「
෼
業
」
だ
。
こ
れ
に
対

し
て
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、「
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」、
つ
ま
り
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
紡
ぎ
合

わ
せ
る
こ
と
を
ओ
ࢫ
と
す
る
。
ॎ
థ
と
ϋ
ー
Ϟ
ニ
Χ
と
手
ഥ
子
し
か
で
き
な
い
人
し
か
集
ま
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
人
た
ち
で
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
想
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
は
「
Կ
も

で
き
な
い
人
は
い
な
い
」
と
い
う
ߟ
͑
方
に
ཱ
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、官
僚
制
度
に
対
置
さ
れ
る
統
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
方
式
だ
。
そ
こ
で
は
ܭ、
ը
さ
れ
た
「
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
＝
完
成
形
」
で
は
な
く
、「
参
加
」
や
「
貢
献
」
と
い
っ
た
「
プ
ロ
セ
ス
」
に
重
き
が
置
か
れ
る
。

α
ー
Ϗ
ス
に
お
い
て
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
は
な
く
ମ
ݧ
（
Τ
ク
ス
ϖ
リ
Τ
ン
ス
）
の
Ҡ
行
が
ޠ
ら
れ
る
こ
と
と

も
そ
れ
は
深
く
ؔ
࿈
し
て
お
り
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
஫
໨
さ
れ
る
大
き
な
要
Ҽ
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
レ
ー
ϕ
ル
「
黒
鳥
社
」
を
ओ
࠻
し
、
෼
໺
・
ϝ
デ
ィ
ア
を
໰
わ
ず
コ
ン
テ
ン
ツ
を
プ
ロ
ダ
ク
シ
ἀ
ン
す
る
。
い
ま
の
当
た
り

前
を
ٙ
い
、
あ
ら
Ώ
る
෺
事
に
つ
い
て
、「
ผ
の
あ
り
よ
う
を
࠶
想
૾
す
る
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ἀ
ン
と
す
る
。
ૣ
Ҵ
ా
大
学
ୈ
一
จ
学
෦
ଔ
。

ฏ
ຌ
社
ứ
݄
ץ
ଠ
ཅ
Ừ
ฤ
集
෦
を
経
て
、
フ
リ
ー
ฤ
集
者
と
し
て
ಠ
ཱ
。
ࡶ
ࢽ
、
ॻ
੶
、
ల
ཡ
会
の
ਤ
࿥
な
ど
の
ฤ
集
を
਺
多
く
手
が
け

る
。ứ
̬
Ｉ
Ｒ
̚
Ｄ
Ừ
日
ຊ
൛
ฤ
集
長
を
経
て
、
黒
鳥
社
設
ཱ
。
ஶ
ॻ
に
ứN&95

(&N&RA5I0N
(07&RN.

&N5

Ổ
࣍
ੈ
代
ガ
バ
ϝ
ン

ト
খ
さ
く
て
大
き
い
政
෎
の
つ
く
り
方
Ừ（
੹
೚
ฤ
集
、
日
ຊ
経
済
新
ฉ
ग़
൛
、
ೋ
ʓ
一
۝
೥
）、ứ
フ
ァ
ン
ダ
ム
Τ
コ
ϊ
ミ
ー
入
門
Ừ（
共

ஶ
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
ೋ
ʓ
ೋ
ೋ
೥
）
な
ど
。

若
林
恵
（
わ
か
ば
や
し
・
け
い
）

̗

ピエール・レヴィ〔2015〕

ポストメディア人類学に向けて
集合的知性

米山優・清水高志・曽我千亜紀・井上寛雄訳
水声社
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ࣝ ऀ ͕ ಡ ऀ に ਪ ન す る ̍ ࡭

ݶ
ք
ू
མ
ʹ
ủ
σ
δ
λ
ϧ
ଜ
ຽ
Ứ、

̙
̖
̤
で
஍
Ҭ
を
׆
ੑ
Խ
す
る

஛
಺
य़
՚

ࢁ
ݹ
ࢤ
ॅ
ຽ
ձ
ٞ

୅
ද

潟
県
長
岡
市
の
山
古
志
地
域
（
چ
山
古
志
村
）
は
、
ೋ
ʓ
ʓ
࢛
೥
の
中
越
地
震
の
被
災
や
少
子
高
齢

化
で
住
民
が
減
り
続
け
、
消
滅
の
危
機
に
瀕ͻ

ん

し
て
い
る
ݶ
ք
集
མ
だ
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
や
行
政
に

加
͑
て
民
ؒ
の
応
援
団
の
ྗ
も
ಘ
な
が
ら
、
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
ࢼ
行
ࡨ
ޡ
の
中
で

ೋ
ʓ
ೋ
一
೥
຤
に
実
ࢪ
し
た
事
業
が
、
山
古
志
発
祥
の
錦

ニ
シ
Ω

鯉ΰ
イ

を
題
材
に
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
「Nishikigoi 

Ｎ
Ｆ
Ｔ
」
の
販
売
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
վ
͟
ん
ෆ
能
な
技
術
を
用
い
て
所
有
者
を
特
定
し
、

唯
一
性
を
保
障
す
る
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
資
産
と
し
て
価
値
を
生
ん
で
い
る
。

山
古
志
地
域
で
は
、
こ
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
「
電
子
住
民
票
」
と
称
し
、
購
入
者
を
「
デ
ジ
タ
ル
村
民
」
と
呼
ぶ
。

そ
れ
は
公
的
な
住
民
票
で
は
な
く
、
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
も
઀
続
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
保
有
は
山

古
志
に
共
ײ
し
て
く
れ
る
஥
ؒ
で
あ
る
こ
と
の
ূあ

か
しと
ߟ
͑
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
村
民
は
、
地
域
住
民
と
と
も

に
「
山
古
志
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
の
ϝ
ン
バ
ー
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
બ
୒
や
ӡ
営
の
ҙ
思
決
定
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
で
に
、
地
域
ଘ
続
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
村
民
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
બ
୒
す
る
౤
票
を

実
ࢪ
し
、「
山
古
志
の
ϝ
タ
バ
ー
ス
ۭ
ؒ
を
作
る
」
な
ど
࢛
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
࠾
୒
し
た
。
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の

新売
り
上
͛
の
一
෦
が
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
༧
ࢉ
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
の%isDoSE

と
い
う
チ
Ỿ
ッ
ト
ツ
ー
ル
上
で
は
、
大
ઇ
の
ਏつ

ら

さ
や
๛
作
の
ت
ͼ
と
い
っ
た
、
山
古

志
の
リ
ア
ル
な
日
ৗ
を
共
有
し
て
お
り
、「
リ
ア
ル
山
古
志
」
を
活
性
化
し
よ
う
と
、
デ
ジ
タ
ル
村
民
の
発

言
も
活
発
だ
。
山
古
志
で
行
わ
れ
る
イ
ϕ
ン
ト
の
ࡍ
に
は
実
ࡍ
に
དྷ
๚
し
て
設
営
を
手
఻
い
、
ま
た
、
ݱ
地

に
དྷ
れ
な
く
て
も
リ
Ϟ
ー
ト
で
広
報
を
୲
う
人
も
い
る
。
山
古
志
の
よ
う
に
খ
さ
な
集
མ
で
住
民
も
高
齢
化

し
て
い
る
と
、
自
ॿ
・
共
ॿ
は
難
し
く
な
る
一
方
で
あ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
村
民
の
マ
ン
ύ
ϫ
ー
、
ಠ
自
ࡒ

ݯ
と
し
て
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
売
り
上
͛
な
ど
を
活
用
し
て
、
ऑ
ମ
化
す
る
自
ॿ
と
共
ॿ
を
ิ
完
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
地
域
型
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
ཱ
ち
上
が
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ࠃ
の
制
度
が
も
っ
と
੔
උ
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
法
੔
උ
は
࣌
ؒ
も
か
か
る
の
で
、
ま
ず
は
「
Ｄ
Ａ
Ｏ
特
区
」
を
作
っ
て
、「
公
共
的
な
地
域
型
Ｄ
Ａ

Ｏ
の
仮
想
通
貨
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
設
け
る
」
と
い
っ
た
措
置
が
あ
る
と
よ
い
と
思
う
。
各
地
の
地
域

型
Ｄ
Ａ
Ｏ
ಉ
士
が
リ
ー
グ
を
組
ん
で
、
大
き
な
ྲྀ
れ
を
ى
こ
せ
れ
ば
、
ࠃ
全
ମ
の
法
੔
උ
も
ਐ
ల
す
る
と
ظ

଴
し
て
い
る
。

地
域
ͮ
く
り
団
ମ
「
山
古
志
住
民
会
議
」
の
代
表
。
ಉ
団
ମ
は
、
中
越
地
震
の
被
災
を
ܖ
機
に
、
地
域
の
ະ
དྷ
を
ߟ
͑
、
そ
の
実
ݱ
に
޲

け
て
行
動
す
る
た
め
、
ೋ
ʓ
ʓ
ࣣ
೥
に
発
଍
。
竹
内
氏
は
、
全
村
ආ
難
し
て
い
た
住
民
の
ؼ
ؐ
࣌
に
、
共
に
山
古
志
入
り
し
、
෮
興
ࢧ
援

に
ै
事
。
ೋ
ʓ
ʓ
ീ
೥
に
地
域
෮
興
ࢧ
援
һ
と
し
て
山
古
志
住
民
会
議
の
事
຿
ہ
を
຿
め
、ೋ
ʓ
ೋ
一
೥
࢛
݄
よ
り
ݱ
৬
。
ݶ
ք
集
མ（
ア

ナ
ロ
グ
）
の
価
値
を
最
大
ݶ
に
広
͛
る
の
が
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
と
ߟ
͑
、
そ
の
最
適
化
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｎ
Ｆ
Ｔ
や
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
用
い
た
新
た

な
ؔ
܎
性
の
デ
β
イ
ン
に
௅
ઓ
す
る
。
地
方
૑
生
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
ਐ
事
例
と
し
て
、
各
छ
ߨ
ԋ
に
ొ
ஃ
。

竹
内
春
華
（
た
け
う
ち
・
は
る
か
）

公益財団法人山の暮らし再生機構〔2021〕

2004年新潟県中越地震　被災中山間地域
復興支援 17年の記録

「被災中山間地域復興支援 17年の記録」編集委員会
（山の暮らし再生機構・新潟日報社）
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デʔタで 見る 先駆者の期待と懸念
DAOの世界をけん引する

DAO の組৫の͋ΓํDAO のछྨ

஍Ҭ活ੑ化ΛΊ͟すࢤݹࢁ DAO

஫ʣ����೥ �݄ ��೔࣌఺ͷঢ়گɻ
ग़ॴʣ%eeQ %"Oʢ����೥ �݄ ��೔Ξクηスʣɺ%"O -"/%4C"1&ʢ����ʣΑΓ/*3"࡞੒ɻ

ग़ॴʣ山古志住民会議ʮデジタルଜ民ͷススϝʗݶքूམͱ/FTͱ %"Oʯɺʮデジタルଜ民ͱ͸͡ΊΔʰूམଘ๢ʱΛ͔͚ͨ௅戦ʯΛ
੒ɻ࡞"ɺ/*3ʹߟࢀ

ग़ॴʣُҪ૱඙・ླ໦༤大・੺ᖒ௚थʢ����ʣh 8eC� ͱ %"Oʕ୭΋͕ओ໾ʹͳΕΔʮ৽͍͠ࡁܦʯɦ ͔Μ͖ग़൛

ग़ॴʣߴ໦૱Ұ࿠ʢ����ʣʮྑ͍%"Oɺѱ͍%"OɺͲΜͳ͓ͩʁʯ೔ܦCO.&.O

DAO のมભ

会社 DAO

%"OͷΦϖレーγϣンツールͷఏڙ

プϩジΣクト΁ͷॿ੒・د෇

プϩトコル%"OʢトークンʹΑΔプϩトコル؅ཧʣ

プϩジΣクト΁ͷ౤ࢿ

αーϏス%"OʢαーϏスશൠɻۀ຿͋ͬͤΜ౳ʣ

ιーγϟル%"Oʢझຯ・ؔ৺ͷコϛϡχティʣ

コレクター%"O
ʢ/FTͷߪೖ・ڞಉอ༗ʣ
ϝディΞ%"O
ʢϝディΞ੍ऀ࡞ͱফඅऀͷڠಇʣ

૯ن࢈ࢿ໛ɿ��� ԯυϧɹɹ૯組৫਺ɿ��
���

ㅡܦӦ૚͕ҙܾࢥఆΛ͏ߦ
ㅡ্࢘ͷ͖ͮجʹྩ໋・شࢦɺैۀһ͕৬
຿Λ਱ߦ

ㅡ૊৫Λ౷཰͢Δ代表ऀ͸ଘ͠ࡏͳ͍
ㅡトークンอ༗ऀ͔Βग़͞ΕͨఏҊ΁ͷՄ
൱Λɺอ༗ऀશһͷ౤ථͰܾఆ
ㅡ౤ථ݁Ռʹ͍ͯͮجɺプϩάϥϜ͕ࣗಈ
తʹऔҾΛ࣮ߦ

ࢤݹࢁ DAO の活動
ˎ/FTചΓ্͕͛׆ಈۚࢿʹ

Nishikigoi NFT

Ҭ֎住民ɿ/JsIJLJHoJ /FT Λߪೖ
デジタルଜ民ͷ֨ࢿ・౤ථ͕ݖ༩͑ΒΕΔ

஍Ҭ住民ɿ/JsIJLJHoJ /FT Λر๬ऀʹແঈ഑෍

コミϡχテΟーνϟοト
஍ҬଘଓͷΞイデΞΛ議࿦

ڍデδλϧଜ民૯બࢤݹࢁ
஍ҬଘଓͷプϩジΣクトプϥンΛɺデジタルଜ民͔Βืू
ΨバφンストークンΛ༻͍ͯ౤ථ

ࢤݹࢁ DAO の౤票ݖ
ʢΨバφンストークンʣ

౤票֨ࢿ

に͓͚るߦ຿࣮ۀ
人のհࡏ

গۃ

ଟ

DAO���
͋Β͔͡ΊܾΊΒΕͨプϩトコルΛɺࣗ཯෼ࢄతʹ࣮
ɻϏットコイݱ຿ॲཧΛ࣮ۀʹΔ͜ͱͰɺ૊৫త͢ߦ
ンͷϚイχンάͳͲ

DAO���
͋Β͔͡ΊܾΊΒΕͨプϩトコルΛɺࣗ཯෼ࢄతʹ࣮
Δɻ͢ߦ
スϚートコントϥクトͷ࣮૷Ͱɺ෯ۀ͍޿຿ʹରԠɻ
%eFJ ͳͲ

DAO���
プϩジΣクトͷトークンͷอ༗ऀʹΑͬͯコϛϡχテ
ィーΛܗ੒ɻトークン࣋ͪߴʹԠܾͨ͡ఆݶݖʹΑΓ
ҙܾࢥఆΛ͏ߦɻコϛϡχティーͱ議࿦Λॏࢹʢˎʣ

（＊）�DAO3.0 では、ブロックチェーン／スマートコントラクトはその基盤技
術として活用するが、サービスそのものを自律分散的に実装することは
前提とされていない。

トークン

トークン
ϒϩοクνΣーン

トークン

トークン

トークン
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